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＊家庭・地域の教育力を高め、
青少年の健全育成に努めよう。
＊審議会等政策決定の場へ女
性の参加を促進しよう。
＊循環型社会をめざし、地球
環境を守ろう。

『
県
婦
連
活
動
の
よ
り
一
層
の

　
　
　
　
　
　活
性
化
を
願
っ
て
』

福
岡
県
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

会
長

木
下
幸
子

こ
ん
に
ち
は

　桂
川
町

　令
和
五
年
度
の
、
移
動
定
例
委
員
会
は
桂
川
町
に
お
邪
魔
い
た
し
ま
し

た
。　ま

ず
、
定
例
委
員
会
の
会
場
で
あ
る
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
す

る
と
「
県
婦
人
会
」
の
看
板
が
掲
げ
て
あ
り
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
大
庭
教
育
長
の
「
歓
迎
」
の
ご
挨
拶
を
賜
り
、
又
、
お
忙
し
い
中
、

私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　事
務
局
の
進
行
の
も
と
定
例
委
員
会
が
終
了
し
、
昼
食
会
場
へ
。
そ
こ

で
は
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に
会
話
が
弾
み
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　昼
食
会
場
を
後
に
、
王
塚
装
飾
古
墳
館
へ
。
そ
こ
で
は
、
学
芸
員
の

方
々
が
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　王
塚
古
墳
は
日
本
を
代
表
す
る
超
一
級
の
装
飾
古
墳
で
、
最
大
の
特
徴

は
、
石
室
の
壁
面
全
体
に
色
彩
豊
か
な
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
石

室
内
部
に
石
屋
形
や
灯
明
台
、
石
枕
な
ど
が
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

豪
華
絢
爛
な
装
飾
壁
画
と
精
巧
な
内
部
施
設
を
有
す
る
こ
と
か
ら
国
の
特

別
史
跡
（
国
宝
級
）
の
指
定
を
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
古
墳
館
で

は
、
発
見
当
時
の
原
寸
大
の
石
室
の
再
現
が
さ
れ
て
い
て
そ
の
中
を
見
学

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
石
室
全
面
に
赤
、
黄
、
白
、
黒
、
緑
の
五
色
で

描
か
れ
て
お
り
騎
馬
像
や
絵
画
的
な
文
様
や
円
文
、
三
角
文
な
ど
の
模
様

が
あ
り
、
古
代
人
の
生
活
に
思
い
を
馳
せ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

　今
回
の
移
動
定
例
委
員
会
に
は
、
桂
川
町
婦
人
会
の
方
々
の
多
大
な
る

ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
温
か
い
お
も
て

な
し
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
矢
野
）

北
方
領
土
返
還
促
進

　
　
　福
岡
県
民
集
会
に
つ
い
て

令
和
五
年
度 

標
語

し

ま

四
島
想
い  

心
に
点
す  

返
還
の
火

日
時

　令
和
6
年
2
月
2
4
日（
土
）

場
所

　J
R
九
州
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉

参
加
人
数

　43
名

一
、
日
本
・
ロ
シ
ア
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て

　二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
て
三
年
目
に
突

入
し
、
戦
争
の
行
方
は
、
依
然
と
し
て
先
が
見
え
ま
せ
ん
。
令
和
六
年
度

全
国
大
会
に
て
、
岸
田
文
雄
総
理
大
臣
は
、
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
よ
っ
て
日
本
、
ロ
シ
ア
関
係
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

領
土
問
題
を
解
決
し
平
和
条
約
を
締
結
す
る
方
針
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
北
方
領
土
問
題
と
は
何
か

　日
本
は
ロ
シ
ア
よ
り
早
く
北
方
四
島
（
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
、

歯
舞
群
島
）
の
存
在
を
知
り
、
多
く
の
日
本
人
が
渡
航
し
、
こ
れ
ら
の

島
々
の
統
治
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。
終
戦
当
時
日
本
人
は
、
一
七
二

九
一
人
住
ん
で
い
ま
し
た
が
現
在
は
五
二
〇
人
、
平
均
年
齢
は
八
八
歳
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
ロ
シ
ア
は
一
九
四
六
年
四
島
を
一
方
的
に
自
国
領
土
に
「
編

入
」
し
、
一
九
四
八
年
ま
で
に
全
て
の
日
本
人
を
強
制
退
去
さ
せ
た
の
で

す
。
今
日
ま
で
ソ
連
ロ
シ
ア
に
よ
る
不
法
占
拠
が
続
い
て
い
ま
す
。
北
方

領
土
問
題
が
存
在
す
る
た
め
、
日
本
・
ロ
シ
ア
で
は
、
戦
後
七
〇
年
以
上

を
経
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
ま
だ
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

三
、
若
い
世
代
へ
の
理
解
度
が
必
要

　内
閣
府
で
は
、
若
い
世
代
へ
の
北
方
領
土
の
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
中
学
・
高
校
の
修
学
旅
行
で
北
方
領
土
隣
接
地
域
に
訪
問
を
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
S
N
S
で
日
々
発
信
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
に
よ
る
島
の
語
り
部
や
、
料
理
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
や
、
若
い
世
代
の
感
性
を
活
か
し
た
議
論
も
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
成
果
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
は
何
が
大
切
か

　国
が
粘
り
強
く
外
交
交
渉
に
取
り
組
む
こ
と
。
国
民
全
体
の
問
題
と
す

る
こ
と
。
政
府
と
国
民
一
丸
で
の
取
り
組
み
が
大
切
。

☆

　県
地
域
婦
人
会
で
は
、
学
習
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　新
緑
が
眩
し
い
季
節
と
な
り
、
吹
く
風
に

も
初
夏
を
思
わ
せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
婦
人
会
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
の
悪
影
響
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
る
今

日
、
世
界
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
や
イ
ラ
ン
と
の
紛
争
な
ど
、
当
事
者
間
の
み
な
ら

ず
支
援
国
等
を
巻
き
込
ん
だ
深
刻
な
国
際
問
題
は
な
か
な
か
解
決
の

兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
新
年
早
々
の
能
登
半
島
地
震
や
最
大

震
度
六
弱
を
観
測
し
た
四
月
十
七
日
の
豊
後
水
道
地
震
な
ど
、
私
た

ち
の
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
や
備
え
を
再
確
認
す
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
な
事
象
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
婦
人
会
活
動
は
、
現
在
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
会
員
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
や
社
会
の
急
激

な
変
化
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
課
題
を
解
決
し
て
い
け
ば
よ
い
の

か
、
そ
の
前
段
と
し
て
若
年
層
の
会
員
へ
ど
の
よ
う
に
バ
ト
ン
を
繋

ぐ
の
か
、
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
や
自
己
研
鑽
を
通
じ
て
、
会
員
各

自
の
意
識
の
向
上
や
変
革
、
ま
た
会
員
や
地
域
間
相
互
の
情
報
交
流

に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
活
発
に
交
換
で
き
る
よ
う
な
組
織
を

作
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　全
国
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
全
女
会
）
に
お
い
て
は
、
若
手
後

継
者
育
成
や
防
災
・
減
災
へ
の
備
え
を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
と
の
発
想
か
ら
、
各
都
道
府
県
の
地
域
婦
人
会
に
、
使

途
を
示
し
た
上
で
、
支
援
金
を
交
付
し
、
当
該
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
を
通
し
て
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　県
婦
連
に
お
い
て
も
、
課
題
意
識
を
共
有
し
、
ま
ず
は
各
地
域
婦

人
会
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
四
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
の
会
員

の
掘
り
起
こ
し
や
育
成
、
そ
れ
ら
若
手
の
会
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
各
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
へ
の
備
え
を
再
確
認
い
た
だ
く

な
ど
、
各
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
に
取
り
組
む
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　今
年
度
も
皆
様
方
と
共
に
、
希
望
を
も
っ
て
粘
り
強
く
頑
張
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

古代くん 未来ちゃん
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田主丸町 地域婦人会日赤奉仕活動 
ゆうかり学園の除草作業

大川市　清掃活動

桂川町　清掃活動

添田町　美化活動

那珂川市　中学1年生に文化（おどり）の伝承

那珂川市　清掃活動

大木町　花いっぱい運動

筑後市　ボランティア活動

中間市　ボランティア活動

新
任
の
ご
挨
拶

福
津
市
地
域
婦
人
会 

会
長
　
井
手 

和
子

　
改
め
て
役
を
引
き
受
け
た
の
で
頑
張
ら
な
い
と
、
と
、
自

分
の
体
に
ム
チ
を
打
っ
て
い
る
所
で
す
。
皆
様
の
足
を
引
っ

ぱ
ら
な
い
様
に
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

筑
紫
野
市
婦
人
会 

会
長
　
山
崎 

初
音

　
こ
の
度
、
筑
紫
野
地
域
婦
人
会
、
山
下
会
長
の
後
を
受
け
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
崎
初
音
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
木
下
会
長
ほ
か
諸
先
輩
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
婦
人
会
の
向
上
に
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

福
津
市
地
域
婦
人
会
　
矢
野 

八
重
子（
4
年
）

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た

　
会
長 

野
上 

君
子（
10
年
）

庄
内
女
性
の
会

　
福
津
市
地
域
婦
人
会
の
更
な
る
一
〇

年
を
目
指
し
て
「
会
員
減
少
問
題
」「
社

会
教
育
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ

る
団
体
で
あ
り
続
け
る
に
は
」「
福
津
市

の
一
翼
と
成
り
得
る
団
体
で
あ
り
続
け

る
に
は
」「
市
の
補
助
金
に
頼
ら
ず
自
立
し
た
団
体
で
あ
る
に
は
」

に
つ
い
て
各
支
部
で
協
議
し
て
頂
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、何
も
解

決
す
る
こ
と
な
く
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。七
十
年
以
上

続
い
て
い
る
婦
人
会
の
会
長
と
い
う
役
割
の
大
き
さ
に
幾
度
も

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
日
々
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

至
る
所
で
自
分
の
役
割
や
立
場
の
限
界
に
悩
み
な
が
ら
立
ち
止

ま
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、会
員
の
皆
様
の
熱
心
な
活
動
が
前
進
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
又
、
県
婦
連
の
定
例
委
員
会
で
は
、
他
の
町
の
情
報
収
集
も
出

来
学
ぶ
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

筑
紫
野
地
域
婦
人
会
　
山
下 

美
知
子（
4
年
）

　
筑
紫
野
市
の
山
下
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
元
・
筑
紫
野
市
の
皆
さ
ん
と
県
婦
連
を
繋
ぐ
大
切
な
役
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
未
熟
な
た
め
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
た
と
思
い

ま
す
。皆
様
か
ら
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
七
十
五
回
結
核
予
防
全
国
大
会

低
ま
ん
延
に
お
け
る
結
核
対
策

〜
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
経
験
を
踏
ま
え
て
〜

日
　時
　令
和
六
年
三
月
十
四
日
〜
十
五
日

場
　所
　リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京

　
結
核
予
防
会
総
裁
（
紀
子
妃
殿
下
）
の
御
臨
席
の
下
、
結
核

予
防
全
国
大
会
が
五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
核
は
か
つ
て
国
民
病
と
言
わ
れ
た
感
染
症
の
代
表
例
で
、

多
く
の
年
月
と
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
医
学
、
医
療
の
進
歩
や
公

衆
衛
生
の
向
上
に
よ
り
、
現
在
で
は
適
切
な
治
療
に
よ
り
完
治

す
る
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
結
核
が
我
が
国
最
大
の
慢
性

感
染
症
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
近
年
は
顕
著
な
増
加
傾
向
に
あ
る
。
外
国
出
生
結
核
患

者
や
高
齢
者
結
核
患
者
へ
の
対
応
、
潜
在
性
結
核
感
染
症
の
問

題
な
ど
、
課
題
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
大
会
を
契
機
に
結
核
予
防
婦
人
団
体
と
し
て
関
係
者
相
互

の
交
流
を
深
め
対
策
の
手
綱
を
緩
め
る
こ
と
な
く
結
核
根
絶
に

向
け
て
、
果
敢
に
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
６３
回
博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
に
参
加

日
　時
　令
和
六
年
五
月
三
日

　
快
晴
に
恵
ま
れ
、
夏
の
陽
気
に
包
ま
れ
て
の
ど
ん
た
く
パ

レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
後
の
初
の
開
催
と
あ
っ
て
、
沿
道

の
観
客
も
多
く
、
県
婦
連
で
は
防
災
の
法
被
を
先
頭
に
ピ
ン

ク
、
ブ
ル
ー
の
ブ
ル
ゾ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
福
岡
県
の
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
の
部
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
職
員
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
１
２
０
人
余
で
の

パ
レ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
音
が
聞
こ
え
な
く
て
踊
り
が

バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
と
の
反
省
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い
た
だ
き
、
音
源

車
を
隊
列
の
中
に
入
れ
て
、
「
長
生
き

音
頭
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
炭
坑
節
の

振
付
け
で
踊
り
ま
し
た
。

　
沿
道
か
ら
の
声
援
に
元
気

を
も
ら
い
、
又
、
婦
人
会
活

動
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

日本赤十字デー
“ボランティアDAY”2024

　赤十字の創始者、アンリ・デュナンの誕生日
である5月8日の“世界赤十字デー”を中心に各地
域奉仕団でボランティア活動をしました。
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　春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
（
四
月
六
日
〜
十
五
日
）
の
主

要
行
事
と
し
て
、
県
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
主
要
テ
レ
ビ
六
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
六
名
が
「
福
岡

県
交
通
安
全
広
報
大
使
」
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
寄
贈
や
園
児
に
よ
る
「
交
通
安
全
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
が
あ
り
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の
後
、
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

☆

　夕
暮
れ
時
・
夜
間
は
「
明
る
い
色
の
服
」
、
「
反
射
材
」
を
着

用
し
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
！

☆

　道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
し
っ
か
り
と
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
！

☆

　特
に
高
齢
の
方
は
、
車
が
遠
く
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
わ
て
て

横
断
す
る
こ
と
は
、
大
変
危
険
で
す
！

春
の
交
通
安
全
フ
ェ
ア
in
博
多

高
齢
者
は
特
に
注
意
！

歩
行
者
の
方
へ

高
齢
者
が
関
係
す
る
死
亡
事
故
が
多
発
中
！

交
通
事
故
死
者
の
約
四
割
が
歩
行
者
！
う
ち
七
割
が
高
齢
者
！

夕
暮
れ
時
・
夜
間
は
特
に
注
意
！

☆

　夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
！
夜
間
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活

用
！

☆

　横
断
歩
道
に
歩
行
者
が
い
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
一

時
停
止
！

☆

　特
に
高
齢
の
方
で
、
雨
天
や
夜
間
の
運
転
、
長
距
離
の
運
転
に

不
安
が
あ
る
場
合
、
運
転
は
控
え
ま
し
ょ
う
！

☆

　「
ブ
レ
ー
キ
や
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
え
」
や
、
「
標
識
の
見
落

と
し
」
に
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

交
通
事
故
死
者
の
約
六
割
が
高
齢
者
！

夕
暮
れ
時
・
夜
間
は
特
に
注
意
！

日

　時

　令
和
六
年
四
月
四
日（
木
）

場

　所

　J
R
博
多
駅
広
場

83
名
参
加

全
国
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

日

　時

　令
和
六
年
一
月
二
十
五
日（
木
）

場

　所

　ホテ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

　秋
本
会
長
を
は
じ
め
、
総
務
省
消
防
庁
長
官
、
原
邦
彰
氏
の
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
総
会
行
事
が
滞
り
な
く
終
了

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
の
政
策
動
向
と
し
て
、
「
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
総
務
省
消
防
庁
地
域
防
災
室
長
、
志
賀
真
幸
氏
の
講
演
が
あ
り
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
や
法

的
位
置
づ
け
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

熊
本
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　　　　　　　災
害
復
興
祈
念
大
会

平
常
心
の
心
得

日

　時

　令
和
六
年
一
月
十
八
日（
木
）

場

　所

　ホテ
ル
熊
本
テ
ル
サ

　平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
四
月
十
四
日
震
度
五

強
、
四
月
十
六
日
、
本
震
M
6
・
4
の
地
震
に
遭
わ
れ
た

人
た
ち
の
復
興
に
向
け
て
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　地
震
を
体
験
す
る
と

　「
い
き
な
り
激
震
ド
ン
」「
静
寂
一
変
悲
鳴
響
く
」「
余
震

過
去
最
多
」「
眠
れ
ぬ
一
夜
」「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断
」「
奪

わ
れ
た
日
常
」「
避
難
」「
死
傷
者
」「
ま
た
来
た
」「
揺
れ
る

大
地
」「
ト
イ
レ
不
足
」「
物
資
配
送
拠
点
麻
痺
避
難
所
に

届
か
ず
」な
ど
様
々
な
事
を
体
験
、
又
、「
避
難
場
所
の
学

校
、
グ
ラ
ン
ド
の
照
明
を
す
べ
て
点
灯
（
安
心
感
に
つ
な

が
っ
た
）」「
炊
き
出
し
に
行
く
と
き
は
、
米
・
味
噌
な
ど

家
に
あ
る
食
材
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
と
助
か
り
ま
す
」

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　地
震
・
雷
・
火
事
…
台
風
や
洪
水
等
は
予
測
不
能
な

時
代
に
な
り
ま
し
た
。特
に
地
震
は
い
つ
ど
こ
で
襲
っ
て

く
る
か
分
か
ら
な
い
「
魔
物
」
で
す
。突
如
地
を
引
き
裂
く

不
気
味
な
ズ
ズ
ン
ド
ン
の
音
で
恐
怖
の
ど
ん
底
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。

　防
災
と
は
、「
命
が
あ
る
事
」。あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
、日

ご
ろ
の
心
構
え
が
大
切
で
す
。ま
ず
は
自
分
の
命
は
自
分
が

守
る
。自
助
↓
共
助
、そ
し
て
公
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　最
後
に
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
報
告
の
中
で
昨
年
十
月
開
催
さ
れ
た
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
報
告

し
ま
し
た
。
各
県
色
々
工
夫
し
た
内
容
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律（抄）
（平成25年12月～制定）

（自主防災組織等の教育訓練における消防団の役割）

第18条　市町村は、消防団が自主防災組織及び女性防火クラブ（女性により構

成される家庭から生ずる火災の発生の予防その他地域における防災活動を

推進する組織をいう。）、少年消防クラブ（少年が防火及び防災について学習

するための組織をいう。）、市町村の区域内の公共的団体その他の防災に関す

る組織（以下「女性防火クラブ等」という。）の教育訓練において指導的な役割

を担うよう必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

○消防団が自主防災組織等の教育訓練に指導的な役割を担うことが、一層の効
果があることを改めて強調

○女性防火クラブ及び少年消防クラブについて、初めて、法律上に位置づけが
なされた。

※「婦人」という用語が既婚女性に限られる意味で使われることもあり、男女共同参画の進展
など社会情勢の変化も相まって、最近では「女性防火クラブ」の名称を使う団体も増えたこと
から、法律でも「女性防火クラブ」の用語が使われている。

（「“消防団基本法”を読み解く」（近代消防社）より抜粋）
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マンホールトイレ

編
集
委
員

集

記

編

後
池
田
穂
波
、
川
野
栄
美
子
、
横
溝
敏
子
、

廣
石
福
子
、
古
場
弘
子
、
五
十
嵐
多
喜
子
、

江
上
昭
子

　第
五
十
七
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　お
忙
し
い
中
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今
後
も
笑
顔
で
婦
人
会
活
動
が
続
行
出
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
料
理
教
室
は
毎
年
開
催
し
て
い
る
人
気
行
事
の
ひ
と
つ
で
す

が
、
婦
人
会
を
知
っ
て
貰
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
会
員
外

の
方
々
に
も
お
声
が
け
出
来
る
内
容
と
教
え
て
頂
く
先
生
探
し

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
夏
休
み
に
親
子
で
参
加
出
来
る

内
容
と
会
員
向
け
に
薬
膳
料
理
の
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
先
生

は
正
食
料
理
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
説
明
を
聞
く
と
納

得
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
身
土
不
二
、
主
食
は
穀
物
、
調
味

料
は
伝
統
的
製
法
、
化
学
調
味
料
を
入
れ
な
い
様
に
す
る
。
生

ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
食
は
関
係
し
、
当
た
り
前
な
ん
だ
け
ど

忘
れ
か
け
て
い
ま
す
。

　
九
月
二
九
日
薬
膳
料
理
教
室
を
開
催
。
調
理
の
前
に
鶴
久
ち

づ
子
先
生
の
話
に
皆
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

玉
ね
ぎ
の
切
り
方
に
し
て
も
横
に
包
丁
を
入
れ
半
分
に
し
、
繊

維
に
沿
っ
て
切
る
と
味
噌
汁
に
入
れ
た
時
食
べ
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
又
あ
ず
き
の
食
べ
方
も
今
ま
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
し
か
頭

に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
汁
も
の
と
し
て
使
え
ば
、
あ
ず
き
は

身
体
に
良
い
と
言
う
事
、
取
り
入
れ
た
い
一
品
で
す
。

　
腹
八
分
は
医
者
い
ら
ず
っ
て
本
当
で
す
と
言
う
話
や
人
工
甘

味
料
の
危
険
性
の
話
は
特
に
記
憶
に
残
る
話
で
し
た
。
人
工
甘

味
料
と
は
天
然
に
は
存
在
し
な
い
甘
味
料
の
総
称
で
す
。

「
ア
ス
パ
ル
テ
ー
ム
」
…
白
内
障
の
恐
れ
、
催
奇
形
性
、
妊
婦

は
特
に
注
意
。「
ア
セ
ス
ル
フ
ァ
ム
」（
カ
リ
ウ
ム
）
…
脳
機
能

障
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
（
動
物
実
験
）。「
ス
ク
ラ
ロ
ー
ス
」

…
ラ
ッ
ト
の
実
験
で
腸
内
細
菌
の
善
玉
菌
を
殺
す
作
用
。「
ネ

オ
テ
ー
ム
」
…
砂
糖
の
一
万
倍
の
甘
さ
。
皮
膚
の
刺
激
性
、
呼

吸
器
へ
の
刺
激
性
。「
サ
ッ
カ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
」「
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ム
」「
モ
グ
ロ
シ
ド
」「
ア
リ
テ
ー
ム
」「
シ
ク
ラ
メ
ー
ト
」

　
自
分
の
健
康
は

自
分
で
つ
く
る
食

生
活
を
学
ん
だ
研

修
会
で
し
た
。

日
時

　令
和
五
年
九
月
二
九
日

筑
後
市
連
合
婦
人
会

料
理
教
室

　薬
膳
料
理

　「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
よ
り
、
皆
で
集
う
活
動
を

中
止
し
て
き
ま
し
た
。「
感
染
症
」
が
緩
和
し
ま
し
た
の
で
、

四
年
振
り
に
一
日
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争

な
ど
第
二
次
世
界
大
戦
を
思
い
出
す
出
来
事
が
続
い
て
い
ま

す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、

私
達
が
も
う
一
度
学
ぼ
う
と
「
大
刀
洗
平
和
記
念
館
」
を
訪
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
三
月
七
日
、
特
攻
隊
員
を
養

成
し
て
い
た
校
舎
を
B
2
9
の
大
編
隊

が
爆
撃
、「
施
設
」
を
学
校
帰
り
の
子
ど

も
達
も
犠
牲
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
説

明
や
映
画
を
見
な
が
ら
改
め
て
戦
う
こ

と
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
帰
り
は
「
原
鶴
温
泉
」
で
御
馳
走
を

食
べ
温
泉
に
入
り
平
和
で
あ
る
こ
と
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

桂
川
町
婦
人
会

久
し
振
り
の
研
修
旅
行

　
婦
人
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
防
災
研
修
・
避
難
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
へ
の
食
事
づ
く
り
、
火
災
予
防
街
頭
啓
発
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
七
月
、
那
珂
川
市
で
は
豪
雨
に
よ
り
川
が
氾
濫
、
す
ぐ

に
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
十
世
帯
近
く
の
方
が
避
難
、
婦
人

会
も
早
速
炊
き
出
し
を
し
ま
し
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
、
早
速
「
市
民
防
災
」
に

つ
い
て
学
び
の
場
を
計
画
、
当
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
部
 防
災
講
話

「
命
を
守
る
」

　
　
天
野 

時
生 

氏
　
日
本
防
災
士
会
防
災
士

「
地
域
連
携
で
防
災
を
自
分
ご
と
に
」

　
　
八
代 

由
美 

氏
　
那
珂
川
市
自
主
防
災
協
議
会
会
長

第
２
部
 体
験
講
座
（
３
班
に
分
か
れ
て
３
ケ
所
体
験
）

　
・
避
難
所
体
験
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
・
簡
易
ト
イ
レ

　
・
水
消
火
器
　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　
・
防
災
食
づ
く
り
　
牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ
く
る
焼
き
そ
ば

　
　
ハ
ン
ド
ラ
イ
ス
　
味
噌
汁
（
味
噌
玉
）

　
中
間
市
婦
人
会
は
、
こ
の
節
目
の
年
に
高
倉
健
を
偲
び
、
遺
作

「
あ
な
た
へ
」
を
「
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
で
十
一
月
十

日
に
上
映
す
る
予
定
で
す
。皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
中
間
市
婦
人
会
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
新
た
な
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
充
実
し
た
一
年
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
二
人
の
講
師
の
方
か
ら
「
大
雨
・
台
風
・
地
震
等
が
発
生
し

た
ら
ど
う
す
る
か
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
あ
わ
て
ず
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
日
頃
よ
り
防
災
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
「
命
を
守
る
」
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
心
構
え
を
身
に
つ

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。」
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　
最
後
に
防
災
食
を
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
と
会
員
が

交
流
し
な
が
ら
試
食
、
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

全
国
女
性
団
体
研
究
大
会
（
京
都
） 

十
月
六
・
七
日

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
全
国
集
会
（
東
京
） 十
一
月
七
・
八
日

移
動
定
例
委
員
会
（
中
間
市
） 

十
一
月
十
日

九
州
地
区
地
域
婦
人
大
会
（
佐
賀
） 
十
一
月
二
十
五
・
二
十
六
日

九
州
地
区
結
核
予
防
婦
人
団
体
幹
部
講
習
会
（
宮
崎
県
）

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
幹
部
地
域
研
修
会（
大
分
県
）

九
州
八
県
赤
十
字
大
会
（
福
岡
市
） 

十
二
月
十
七
日

那
珂
川
市
婦
人
会

日
付

　令
和
六
年
二
月
十
二
日

会
場

　那
珂
川
市
中
央
公
民
館

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
防
災
に
つ
い
て

〜
だ
れ
で
も
で
き
る
楽
し
い
防
災
訓
練
に
つ
い
て
〜

　
中
間
市
婦
人
会
は
、
四

月
初
旬
の
遠
賀
川
河
川
敷

鯉
の
ぼ
り
設
置
を
皮
切
り

に
、
中
間
市
を
魅
力
的
な

街
に
す
る
た
め
、
無
理
な

く
、
楽
し
く
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
江
戸
時
代
末

に
伊
勢
神
宮
、
江
戸
、
大

阪
な
ど
を
巡
っ
た
旅
日
記

「
東
路
日
記
」
を
著
し
た

郷
土
の
偉
人
「
小
田
宅
子
」

を
学
ぶ
講
座
を
初
め
て
開

催
し
、
当
時
の
女
性
が
高
い
教
養
力
を
持
ち
、
活
発
に
活
動
し
た

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
小
田
宅
子
は
中
間
市
出
身
の
名
優
高
倉
健
（
本
名
：
小
田

剛
一
）の
曾
祖
母
に
あ
た
り
ま
す
が
、今
年
は
高
倉
健
が
亡
く
な
っ

て
ち
ょ
う
ど
十
年
で
す
。

中
間
市
婦
人
会

新
た
な
事
業
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

地
域
活
動

避難所テント

防災食

お
知
ら
せ

水消火器を使って


